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◆会報誌制作/クラブ管理委員会　大委員長◎古澤利治　会報・広報委員長◎後藤卓也　委員◎結城佳紀　伊藤秀有　

金子会長挨拶 プログラム

幹事報告

ニコニコBOX

　皆様こんばんは。
　ゴールデンウイークはいかがお過ごしましたで
しょうか？
　私は、家族サービスに専念しました。しかし、
遠出はせず隣の宮城県に買物や海の幸を食べに行
き、妻と映画を見てまいりました。見た映画は、
妻の希望で「美女と野獣」の4Ｄ実写版です。ス
トーリーは省略しますが人間は見た目ではなく中

身が大事という事で、それは、周りの環境や人との出会いに
依って変わるものだと改めて教えられ、仕事等で荒んだ心が
洗われました。水野晴郎氏の表現ですと「いやぁー、映画っ
て本当に素晴らしいものですね」という感じの映画でした。
蛇足ですが最上級という事です。
　話は変わりますが、今日は建築のデサインについてのお話
をさせて頂きます。
　建築は、何をきっかけにして変わるかというと、まずは技
術の進歩が考えられます。これは確かに真実ですが、実は
もっと大きな要因があります。それは、大災害です。大災害
に遭うと、人間は「これは大変だ」と新しい建築を考えます。
 　フランス革命の少し前、1755年のポルトガルリスボン大地
震では５～６万人が亡くなりました。その時から、ヨーロッ
パの建築は一挙に近代的なコンクリートと鉄の時代を迎えま
す。すぐにコンクリートが発明されたわけではありませんが、
強い建築や道路幅を広くする都市づくりは、この地震がきっ
かけだったといわれています。
 　次はシカゴの大火です。それまでは木とレンガの街だった
シカゴが、1871年にほとんど焼え尽きてしまいました。この
大火をきっかけに、アメリカの建築技術は一挙にヨーロッパ
を追い越して、20世紀のはじめには、ニューヨークに超高層
ビルが数多く建てられました。日本では、1923年に関東大震
災が起こりました。東京が焼け野原になり、死者も10万人と
いわれました。この時も、都市の不燃化が叫ばれ、建築基準
法も改正され、日本は一挙に近代化が始まったといわれてい
ます。そして、阪神淡路大震災、東日本大震災、そして、昨
年は熊本地震が発生しました。これらの地震では「コンク
リートで強くするだけではだめ」という教訓を残してくれま
した。自然の力はもっと強いことを思い知らされました。こ
れを機会に、どんな防災建築が導き出されるか、世界中が注
目しています。ところで、日本では、これまで公共建築物＝
鉄筋コンクリート造でしたが、現在は、まずは木造を検討し
ます。それが不可能な場合のみ鉄筋コンクリート造や鉄骨造
というようになっております。災害を避けるためだけの理由
ではありませんが、山形市内でもコミュニテｲセンターや学
校等木造で造る事が増えております。木造から鉄筋コンク
リートへ変わりまた木造へと戻るという不思議な感じがいた
します。
　最後に、本日は次年度の方針及び小委員長が発表されます。
課題山積のイブニングRCですが、今年度達成出来なかった事
を少しでも改善して頂きたいと思います。まずは、荒井エレ
クトのお話しに耳を傾けて頂きたいと思います。

　第695回例会は、次年度方針と小委員長と次年度組織が発
表されました。後藤次年度幹事より次年度小委員長と次年度
組織が発表され、荒井会長エレクトより次年度方針の説明が
ありました。荒井会長エレクトからは次年度RI会長表彰をめ
ざし行動するという大目標をもとにした方針が示され、その
ためにも第一に実出席率の向上と新規会員拡大が必要との説
明がありました。次年度体制も始まっています。

　荒井稔さん、浦山ゆう子さん、金子修さん、後藤卓也さん、
鈴木淳悦さん、古澤利治さんからニコニコをいただきました。

◆出席報告

次年度方針・小委員長発表

18:30 開会点鐘 金子会長
18:31 国歌斉唱、ロータリーソング（それでこそロータリー）、
 ロータリーの目的唱和  
18:33 会長挨拶 金子会長
18:36 幹事報告 鈴木幹事
18:38 委員会報告  
18:40 誕生月会員のお祝い（乾杯）  
 5/11 鈴木さん、5/17 結城（恒）さん、5/18 齋藤さん
18:42 いただきます  
18:50 ニコニコボックス 結城委員長

19:00 次年度方針・小委員長発表（担当 /荒井エレクト・後藤副幹事） 
19:25 出席報告 三沢委員長（服部彰彦さん）
19:27 閉会点鐘 金子会長  

●今月の日程のご連絡です。
　来週の5/15（月）は南陽・米沢との3クラブ合同例会、今
回は南陽が会場となります。本日が締め切りとなっており
ますが、皆さん出欠のご連絡はお済でしょうか？未だの方
は海沼さんまで速やかにお願い致します。
　先にご案内した通り、当日電車で移動を希望される方は
16:50に山形駅新幹線ホーム集合、17:05分発～17:27赤湯駅着
となり、18:30ライブハウスサニーにて開会となります。尚、
今年度会長･幹事および次年度会長･幹事は18:00より3クラ
ブでの顔合わせしながらの会長幹事会がありますので宜し
くお願い致します。また、3RC合同親睦ゴルフに出られる
方は山形南カントリークラブに9:15集合、9:48スタートとな
ります。
　翌週5/22（月）は、プログラム担当例会で、当クラブ会員
の日野さんの浄土院さんにて恒例の写経、翌週の5/29
（月）は親睦委員会担当例会で、一寸亭さんにて親睦例会
となっております。　
＜再案内＞
●少し先の日程となりますが、6/20 ～22に姉妹クラブである
福岡平成RCが来形致します。先日、当初の予定であった
6/19（月）の例会を20（火）に変更となりますとご報告し
ましたが、その後平成RCより21への再変更の打診がきてお
ります。本日の理事会で最終決定次第、皆様には改めてご
報告致しますので宜しくお願い致します。
　それと、最終例会についてですが、6/24（土）～ 26（月）
の日程で札幌例会となります。こちらの内容についても本
日の理事会で決定後、皆様にFAXでの出欠案内を致します。
なるべく多くの皆様よりご参加頂きたいので日程調整等、
宜しくお願い致します。


